




















































































第3回 6月 29日 2012年度海外提携機関への研究員の派遣について、2012年度海外提携機関からの研究員の招聘
について、漢陽大学校主催研究会への講演者派遣について
第4回 7月 27日 2011年度奨励研究者の成果論文の査読分担について、2012年度海外提携機関からの招聘研究員
について、2012年度海外提携機関への派遣研究員について、海外神社班主催の「写真展」企画
について




第6回 10月 24日 2012年度海外提携機関への派遣研究員（再公募結果）について、2012年度海外提携機関からの
招聘研究員の辞退について、2013年度予算（案）について










調査テーマ 日程 場所 調査メンバー
『ヨーロッパ近代生活絵引』編纂共同研究 8月6日～8月16日 フランクフルト他 小松原由里
『ヨーロッパ近代生活絵引』編纂共同研究 8月25日～9月5日 ベネチア他 鳥越輝昭
東アジアの租界とメディア空間 8月6日～8月9日 台湾 金容範
東アジアの租界とメディア空間 10月19日～10月21日 長崎 大里浩秋、内田青蔵、栗原純
海外神社跡地から見た景観の持続と変容 9月13日～9月17日 パラオ 稲宮康人
海外神社跡地から見た景観の持続と変容 8月23日～8月28日 韓国 辻子実
海外神社跡地から見た景観の持続と変容 9月14日～9月19日 台湾 金子展也
水辺の生活環境史 8月6日～8月9日 北九州
田上繁、森武麿、安室知、
安田常雄
水辺の生活環境史 9月5日～9月7日 鳥取･米子
安室知、川島秀一、常光徹、
山本志乃、松田睦彦
編集後記
　今年度の本センターにおける研究活動も、多岐にわたりそ
して数多く展開されています。まず、6月には第1回公開研
究会「図像資料が語る近代中国のイメージ」が開催され、そ
の内容が詳しく報告されています。そして、今年から始まっ
た第２期の共同研究も、それぞれの班で研究会や調査が推進
されており、その内容を紹介する研究会報告が3本と研究調
査報告が5本載せられています。その分研究エッセイを１本
しか載せることができませんでしたが、川島先生の力作に興
味がそそられます。書評は2本ですが、それぞれ力の入った
書評になっています。年度も終盤に入り、これから2月・3
月にかけて研究会や調査が数多く計画されています。その成
果については、また次号でご紹介していきたいと思います。
